
弾道ミサイル発射

②ミサイル通過情報・
避難の呼びかけ解除

③落下場所等について
の情報・

避難の呼びかけ解除

④避難を解除する旨の
情報

我が国（本県に限る。以下、同じ）の
領土・領海に落下する又は

我が国の領土・領海の上空を通過する
可能性があると判明した場合

日本の領海外の海域
に落下した場合

我が国の領土・領海の
上空を通過した場合

⑤直ちに避難する
ことの呼びかけ

我が国の領土・領空内に
落下する可能性が
なくなった場合

⑦落下場所等について
の情報（我が国の

領土・領海に落下）・
避難継続の呼びかけ

⑥破壊情報・避難継続
の呼びかけ

追加情報 追加情報

⑧領土・領海内に落下
する可能性がなく避難
を解除する旨の情報

我が国の領土・領海に
落下する又は我が国の

領土・領海の上空を通過する
可能性がなくなった場合

我が国の領土・領海に
落下する可能性があると

判明した場合

①ミサイル発射情報・避難の呼びかけ
全館放送

本会議
委員会室での会議
（委員会等）

全員協議会室での会議
（委員会等）

【Ｊｱﾗｰﾄ①のﾒｯｾｰｼﾞ】
「ミサイル発射。ミサイル発射。北朝鮮からミサイルが発射されたものと
みられます。建物の中、又は地下に避難して下さい。」

【①の場合の対応（国からの指示）】…⑤，⑥，⑦も同じ
屋外にいる場合：近くの建物の中、又は地下（地下街や地下駅舎などの
地下施設）に避難
屋内にいる場合：できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動

休憩宣告の後、
議員及び傍聴者は地下駐車場へ移動

※書記及び傍聴受付担当が議員及び傍聴者を誘導

時間的、物理的制約等により、地下駐車場への移動が難しい場合は、
できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動

待機を継続 待機を継続 待機を継続

議会運営委員会を開催し、
延会又は続行を決定した
後、議長は本会議を再開
して決定内容を宣告

委員長等は閉会又は続行
を決定し、委員会を再開
して決定内容を宣告

委員長等は閉会又は続行
を決定し、委員会を再開
して決定内容を宣告

ミサイル発射時のＪアラートによる情報伝達の流れと議会の対応

〇事務局職員は、国からのＪアラートの情報を、正副議長及び委員長等並びに
各会派へ伝える

（注）状況に応じて送信されるため、上記のメッセージが全て送信されるとは限らない。
メッセージの内容は状況に応じて変更となる可能性がある。
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